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第125号平成28年3月15日 県民児協だより

　大井町民児協会では、平成27年
10月20日、小千谷震災ミュージア
ム（そなえ館）の施設見学に行き
ました。
　中越大震災から11年経過しま
したが、今も記憶に親子生き埋め
の映像が鮮明に残っています。
　館内には3千人もの避難者が集
まった体育館が避難所となった写
真が展示され、その足の踏場のな
い様子にただ驚くばかりでした。
　案内のボランティアから「後々
の安否確認には日頃からの近所
付合いが大事」という話がありま
した。
　さらに、小千谷市民児協の石坂
会長の活動報告では「命を守る優
先順位は、まず“自分”」という言
葉が印象的でした。命があれば避
難者にもできる仕事があると思い
ました。
　大井町では防災訓練を年1回
行っていますが、不意の災害にス
ムーズに対応するのは難しいこと
でしょう。直面しなければ分から
ない部分もあると思いますが、協
力しながら備えていくことが必要
です。
　災害がないことを祈りつつ、い
ろいろ考えさせられた研修でし
た。

　もしも、大規模災害発生時、
地元の自治会で避難所を開設
する立場になった時、殺到する
人々や様々な事案にどう立ち向
かいますか？
　HUG（ハグ:避難所運営ゲー
ム）は静岡県で開発され、避難
所の体育館や教室に見立てた平
面図に、様々な事情の避難者や
避難所で起こるであろう様々な
事が書かれた250枚のカードを
可及的速やかに且つ適切に配置
していくゲーム型の訓練です。
 当民児協では2回目の訓練です
が半数以上が初体験。避難所
開設の想定は夕方、雨模様の冬
の日曜日、ライフラインは寸断
としたなか、カードの読み手が
次々読み上げていく内容、例え
ば、ペット連れで認知症の高齢
者、外国人観光客グループ、総
理大臣視察の打診、マスコミ対
応、仮設トイレの設置場所の選
定、車中泊希望者の駐車場の割
振り等々、個人では思いもつか
ない事案の数々に皆、喧々諤々、
でも真剣に意見を戦わせ、適切
な対処を模索し続けました。濃
密で貴重な体験をし、この訓練
の大切さを実感しました。

通 信 員 だ よ り

小千谷市への視察研修 地域に根ざした活動 HUGで避難者を優しくハグ
できる避難所運営を目指して!

通信員　菅谷　美千江 通信員　丹羽　洋子 通信員　吉崎　なつき

下校の見守りの様子

大　 井　 町 二　宮　町 松　 田　 町

　愛川町民児協では、地域住民の皆さんに私たちの
活動を知っていただくことを目的に、年間を通して、地
域の行事に積極的に参加し、ＰＲに努めています。
　主な自主活動では、5月に「民生委員・児童委員の
日」活動強化週間の行事を開催、11月に民児協の広
報誌の創刊号「ぬくもり」を発行、委員活動の基本や
対応をまとめるマニュアル委員会等、新たな活動を立
ち上げ取り組んでいます。

◆特集　平成27年度受章（賞）者紹介　おめでとうございます
●活動研究レポート　全委員の声に耳を傾け、委員とともに歩む（大磯町民児協）
●研修報告　●ＮＥＷS＆インフォメーション　●通信員だより

　また、毎年10月に開催される「ふるさとまつり」の「福
祉の広場」では、活動紹介パネルの展示、ちびっ子広
場を開催し、来場者にとても好評でした。
　これからも町のイベント等でのPR活動に工夫を凝ら
し、住民の皆さんの力となれるよう、私たち64人は、力
を結集し、愛される民生委員児童委員を目指してまい
ります。

（愛川町民生委員児童委員協議会）

●発行日／平成28年3月15日　●発行人／会長　浅野 朝子　●編集人／広報委員会　●印刷所／有限会社横浜綜合印刷
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－広げよう  地域に根ざした  思いやり－

民児協だより
神 奈 川 県

まなざし

　現在、民生委員・児童委員47名
で活動しています。各々、高齢者
部会・障がい者部会・児童部会に
属し、部会での研修や勉強会等に
参加、研鑽し、町内の施設でデイ
サービスや就労支援施設（B型）
で軽作業の手伝い、子育てサロン
でのふれ合い、主任児童委員によ
る各支援施設での支援等をさせ
て頂いています。
　昨年、隣町の大磯町民児協との
交流会を実施し、自治会との関わ
り方や災害時における民生委員の
立場の違い等がわかり、新鮮でし
た。地域に根ざした見守り、「災害
時には自分も大切に活動すべき」
と通じ合うことができました。
　また、「民生委員・児童委員の
日」には、町内3つの小学1年生の
下校の見守りを実施したり、二宮
町や町社協主催の各行事に参加す
るなど、民生委員・児童委員の啓
発に努めています。
　個人情報、守秘義務等を踏まえ
た上で、いかに見守り、関係機関
へとつなげることが出来るかは、
日頃から地域の方々と笑顔で挨拶
し、接することが大事だと思いま
した。当時の避難所の様子を説明するボランティア 真剣に意見を戦わせる参加者たち
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〔
小
田
原
市
〕
小
澤
治
枝

〔
大
和
市
〕
青
木
惠
美
子

〔
座
間
市
〕
山
田
敏
子

〔
綾
瀬
市
〕
古
塩
幸
子

◇
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰

（
10
月
15
日
付
）

【
優
良
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
表
彰
】

横
須
賀
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

山
北
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

【
永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
表
彰
】

〔
藤
沢
市
〕
浅
野
朝
子

【
永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰
】

〔
横
須
賀
市
〕
小
池
陽
子　

志
田
良
子

〔
平
塚
市
〕
河
間
洋
子

〔
鎌
倉
市
〕
大
木
君
江

〔
藤
沢
市
〕
石
田
マ
ユ
ミ　

　

正
田
惠
美
子　

杉
渕
美
有
子　

　

古
川
京
子

〔
逗
子
市
〕
川
上
和
子　

日
野
乃
芙
子

〔
大
和
市
〕
岡
田
博
江　

柿
沼
信
子

〔
綾
瀬
市
〕
松
本
信
之

〔
開
成
町
〕
辻
村
貴
子

◇
県
民
功
労
者
表
彰
（
７
月
６
日
付
）

【
社
会
福
祉
分
野
】

〔
藤
沢
市
〕
國
弘
信
子

〔
小
田
原
市
〕
橋
本
尚
信

◇
春
の
叙
勲
（
４
月
29
日
付
）

瑞
宝
単
光
章

〔
藤
沢
市
・
元
〕
山
口
絢
子

◇
春
の
褒
章
（
４
月
29
日
付
）

藍
綬
褒
章

〔
秦
野
市
〕
熊
澤
道
子

〔
横
須
賀
市
・
元
〕
加
藤
佐
榮
子

◇
秋
の
褒
章
（
11
月
３
日
付
）

藍
綬
褒
章

〔
座
間
市
〕
青
木
友
子

〔
厚
木
市
・
元
〕
小
宮
和
子

◇
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
11
月
20
日
付
）

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
】

〔
横
須
賀
市
〕
佐
野
美
智
子 

山
口
忠
夫

〔
鎌
倉
市
〕
石
井
直
樹

〔
藤
沢
市
〕
三
浦
絹
子

〔
茅
ヶ
崎
市
〕
木
下
操

〔
大
和
市
〕
小
菅
菊
美

◇
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰（
11
月
20
日
付
）

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
】

〔
横
須
賀
市
〕
井
澤
與

〔
平
塚
市
〕
河
間
洋
子

〔
鎌
倉
市
〕
白
井
智
子

〔
藤
沢
市
〕
三
觜
忠

〔
大
和
市
〕
平
本
美
惠
子

〔
座
間
市
〕
山
田
ヨ
シ
子

〔
横
須
賀
市
・
元
〕
泉
田
桂
子

〔
伊
勢
原
市
・
元
〕
亀
井
き
よ
子

◇
神
奈
川
県
知
事
表
彰
（
10
月
15
日
付
）

【
在
職
15
年
民
生
委
員
・
児
童
委
員
永
年
勤
続
表
彰
】

〔
平
塚
市
〕
小
泉
惠
子　

金
剛
昭
枝

　

古
正
悦
子

〔
鎌
倉
市
〕
秋
林
邦
子　

大
塚
眞
理
子

〔
三
浦
市
〕
橋
本
キ
ヨ
子

　

鈴
木
み
ど
り

〔
藤
沢
市
〕
五
十
嵐
弘
枝　

髙
畑
元
子

　

石
渡
ミ
ヱ
子

〔
小
田
原
市
〕
小
西
道
子　

日
下
部
透

〔
厚
木
市
〕
田
中
祐
子

〔
大
和
市
〕
小
倉
悦

〔
綾
瀬
市
〕
栗
𠩤
芳
子　

安
藤
要
子

◇
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝

（
10
月
15
日
付
）

【
永
年
勤
続
功
労
者
（
勤
続
20
年
以
上
）
】

〔
横
須
賀
市
〕
森
美
知
子

〔
大
和
市
〕
瀬
沼
澄
江

◇
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

（
10
月
15
日
付
）

【
永
年
勤
続
功
労
者
（
勤
続
10
年
以
上
）
】

〔
横
須
賀
市
〕
浅
沼
文
子　

石
川
敏
弘

　

石
原
敦
子　

石
渡
由
美
子

　

伊
藤
冨
美　

井
上
厚
子

　

今
福
喜
美
子　

岩
堀
寿
波

　

江
尻
淳
子　

江
藤
智
子

　

江
原
千
代
子　

江
原
禮
子

　

大
島
尚
子　

大
谷
純
代

　

大
盛
軍
二　

小
野
田
純
子

　

柏
木
三
千
子　

片
岡
芳
行

　

片
木
多
加
代　

川
島
洋
子

　

河
邉
征
之　

川
村
恭
司　

北
村
隆　

　

小
池
久
子　

雑
賀
靖
子　

西
郷
悦
子

　

笹
生
勝
美　

島
崎
貴
美
子

　

志
村
美
代
子　

下
田
千
津
子

　

進
藤
マ
ツ
エ　

鈴
木
敏
子

　

関
野
清
美　

曾
我
由
美
子

　

鷹
野
克
彦　

高
橋
惠
子　

高
橋
貴
美

　

武
井
弘
子　

竹
村
千
津
子　

　

玉
田
き
み
子　

手
塚
久
美
子

　

長
岡
隆
子　

中
川
邦
子　

中
島
良
夫

　

中
野
千
鶴　

中
村
孝　

中
山
静
子

　

西
山
敏
子　

野
地
冨
士
子

　

原
田
幸
子　

樋
口
久
美
子

　

松
尾
憲
治　

松
上
ス
ミ
江

　

松
本
喜
美
子　

水
口
國
昭　

三
橋
隆

　

宮
川
理
恵　

村
山
俊
也　

山
岸
靜
子

　

山
﨑
節
子　

山
田
初
江

〔
平
塚
市
〕
相
み
さ
子　

綾
部
日
寿

　

井
上
敦
子　

大
谷
洋
子　

大
塚
英
子

　

大
野
ト
シ
子　

大
村
満
裕

　

加
藤
健
太
郎　

川
崎
秀

　

郷
原
イ
ネ
子　

笹
尾
佳
夫

　

茂
田
秀
子　

志
野
幸
子　

島
村
明
美

　

瀬
沼
俊
男　

髙
橋
國
明　
立
澤
厚
子

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
&
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　

平
成
29
年
は
、
民
生
委
員
制
度
百
周

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
民
生
委
員

制
度
の
源
で
あ
る
岡
山
県
の
「
済
世
顧

問
制
度
」
が
で
き
た
大
正
６
年
か
ら
数

え
て
百
年
を
迎
え
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

全
民
児
連
で
は
、
こ
の
大
き
な
節
目

を
契
機
と
し
て
、
民
生
委
員
児
童
委
員

活
動
の
一
層
の
充
実
と
発
展
に
向
け
て
、

そ
の
活
動
を
広
く
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
と
一
体
と
し
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を

作
成
し
ま
し
た
。
各
民
児
協
に
お
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

全
民
児
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
必
要
な

デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
民
児
協
に
お
い
て
も
、
全
国
の
取

り
組
み
に
協
力
す
る
こ
と
に
加
え
、
県

独
自
の
記
念
事
業
を
企
画
す
る
た
め
、

実
行
委
員
会
を
設
置
し
、
事
業
内
容
を

協
議
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
活
動
の
積
み
重
ね
に

◇
課
題
別
集
中
講
座（
９
／
８・10
／
20
）

 

「
相
手
の
話
に
耳
を
傾
け
る
」
「
相

手
が
伝
え
た
い
内
容
を
正
し
く
理
解
す

る
」
た
め
に
必
要
な
基
本
的
な
技
術
を
、

上
智
社
会
福
祉
専
門
学
校
専
任
教
員
の

岩
崎
雅
美
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
明
日
か

ら
で
も
使
え
る
具
体
的

な
内
容
だ
っ
た
」
「
具

体
的
な
演
習
が
勉
強
に

な
っ
た
」
等
、
研
修
で

得
た
知
識
や
技
術
を
今

後
の
活
動
に
役
立
て
た

い
と
い
う
感
想
が
数
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◇
市
町
村
会
長
研
修（
10
／
26
）

　

今
年
度
の
市
町
村
会
長
研
修
は
「
個

別
支
援
上
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に

〜
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
む
け

て
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

委
員
活
動
の
中
で
、
最
も
や
り
が
い

を
感
じ
る
活
動
で
も
あ
り
、
ま
た
、
困

難
な
場
合
に
は
負
担
と
も
な
る
「
個
別

支
援
活
動
」
に
つ
い
て
、
新
任
委
員
な

ど
に
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

よ
り
、
百
周
年
の
歴
史
は
こ
れ
か
ら
先

の
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
委

員
一
人
ひ
と
り
の
活
動
の
や
り
が
い
、

感
動
を
分
か
ち
合
え
る
機
会
と
な
る
よ

う
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

い
る
か
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
話
し
合
い
ま
し
た
。
事
例
研
修
会

や
定
例
会
の
活
用
、
独
自
に
作
成
し
た

事
例
集
な
ど
の
紹
介
、
個
々
の
委
員
か

ら
相
談
へ
の
対
応
等
が
話
し
合
わ
れ
、

学
び
あ
う
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

◇
児
童
委
員・主
任
児
童
委
員

　

活
動
推
進
会
議（
２
／
22
）

　

児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
活
動
推

進
会
議
の
研
修
テ
ー
マ
は
、
毎
年
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
研
修
の
持
ち
方
や

内
容
、
講
師
の
選
定
な
ど
を
検
討
し
、

企
画
・
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
参
加
者
が
主
体
的
に
参
加

で
き
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
手
法
も
取

り
入
れ
な
が
ら
、
「
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
の
心
が
ま
え
と
役
割
に
つ
い

て
〜
明
日
か
ら
私
た
ち
が
挑
戦
で
き
る

こ
と
を
考
え
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
元
東
京

都
市
大
学
教
授
の
山

岸
道
子
さ
ん
を
迎
え
、

前
半
は
講
義
、
後
半

は
演
習
と
し
て
、
児

童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
の
役
割
、
関
係

機
関
と
の
関
係
づ
く

り
等
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
情
報
交
換
し
ま
し
た
。

民
生
委
員
制
度
創
設

百
周
年
に
む
け
て

平
成
27
年
度
県
民
児
協

の
研
修
会
か
ら

　ハートでできた四つ葉を囲むグリーンの
円は、人 ・々地域の暮らしと成長を表し、100
年の歴史を表す「100」の文字のオレンジ色
が、やさしさとふれあいを意味しています。
「これからも地域とともに」というキャッチコ
ピーには、これまで地域とともに歩んできた
実績を背景に、これからもずっと地域の方々
と共に歩み続けるという、民生委員児童委員
の想いが込められています。

平
成
27
年
度
受
章（
賞
）者
紹
介

次
の
方
々
が
各
種
表
彰
を
受
章（
賞
）さ
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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内
藤
和
子　

橋
本
勢
作　

持
田
修

〔
鎌
倉
市
〕
莇
依
子　

足
立
祐
子

　

伊
藤
信
子　

稲
田
安
子　

岩
壁
秀
明

　

岩
田
い
さ
子　

太
田
由
美
子

　

岡
村
千
恵
子　

梶
田　

子

　

河
野
美
志　

西
條
方
子　

齋
藤
彰　

　

菅
井
克
男　

杉
山
糸
江　

淡
中
京
子

　

中
田
圭
一　
　

西
浦
チ
ヱ
子

　

平
井
潤
子　

藤
井
和
子　

藤
島
節
子

　

水
上
弘
子　

緑
川
桂
子　

　

安
田
紀
代
子　

八
十
川
一
惠　

　

若
林
育
子　

渡
邊
夕
雅

〔
藤
沢
市
〕
浅
野
貴
子　

安
藤
和
子

　

伊
井
之
博　

井
尾
富
美
子

　

板
原
直
枝　

市
川
み
ど
り

　

井
上
美
恵
子　

岩
淵
冨
美
代

　

大
倉
敏
子　

太
田
淳
子　

大
嵩
忠
義

　

落
合
英
只　

落
合
優　

落
合
八
重
子

　

川
口
道
子　

河
野
千
惠
子

　

川
村
久
子　

北
村
嘉
孝

　

日
下
部
和
美　

黒
川
節

　

小
泉
佐
代
子　

児
玉
文
卿

　

小
林
教
子　

齋
藤
勇　

齊
藤
は
る
み

　

坂
本
明
日
香　

櫻
井
惠
子

　

佐
藤
眞
知
子　

重
田
幸
雄　

品
田
雅

　

鈴
木
智
世　

砂
川
晴
代　

鷹
﨑
律
子

　

田
中
桂
子　

谷
川
か
よ
子

　

鳥
羽
登
志
子　

名
倉
順
子

　

野
村
京
子　

榛
葉
昇　

長
谷
川
政
四

　

藤
澤
智
子　

藤
原
紀　

堀
沙
智
子

　

水
野
益
明　

村
上
弘
子

　

村
上
庸
介　

保
田
千
鶴
子

　

山
田
鈴
野　

由
井
清
子

　

吉
田
ノ
リ
江

〔
厚
木
市
〕
安
藤
弘
子　

井
上
永
子

　

太
田
紀
子　

小
澤
建
雄

　

鎌
田
百
合
子　

河
合
美
津
子

　

小
林
晴
雄　

笹
沼
朋
子　

志
村
忠
臣

　

関
口
正
昭　

髙
橋
純
子　

高
橋
範
繁

　

髙
橋
は
る
子　

高
橋
正
枝

　

根
本
靖
子　

平
本
俊
弘　

福
田
三
郎

　

森
住
勝
夫　

山
田
芳
子　

鎗
田
み
ち

〔
大
和
市
〕
井
上
定
男　

遠
藤
卯
久

　

大
澤
洋
子　

大
山
和
子　

加
藤
幸
子

　

金
子
直
勝　

北
村
美
枝
子

　

熊
山
眞
由
美　

佐
藤
惠
子

　

佐
藤
ユ
リ
子　

柴
崎
忠
男　

菅
原
務

　

関
水
直
行　

武
山
孝
子

　

館
合
み
ち
子　

田
沼
愛
子

　

田
平
恭
子　

𣘺
詰
榮
子　

原
田
悦
子

　

藤
沼
重
雄　

三
浦
良
子

　

壬
生
幸
百
合　

虫
賀
美
咲
子

　

森
ト
シ
子　

森
尻
カ
ヨ
子

　

山
澤
園
江　

渡
邊
隆
敏

〔
伊
勢
原
市
〕
石
塚
京
子　

牛
口
武
子

　

成
田
正
代　

守
屋
シ
ゲ
子

〔
海
老
名
市
〕
内
海
久　

川
口
英
子

　

杉
原
美
津
江　

田
澤
悠
子

　

野
木
珠
子　

平
井
敦
子　

前
田
洋
子

　

間
宮
久
子　

水
本
晶
子　

和
田
敏
男

〔
座
間
市
〕
阿
部
正
信　

池
田
た
か
子

　

大
矢
冨
美
子　

岡
野
伸
江

　

越
智
慶
子　

加
藤
弘
子　

河
野
由
美

　

菅
野
賀
津
子　

木
口
一
代

　

草
薙
菊
江　

佐
藤
雅
彦

　

清
水
紀
代
美　

末
永
八
百
子

　

鈴
木
い
づ
み　

関
口
征
子

　

曽
根
彰
子　

手
塚
紀
子　

中
村
由
美

　

野
﨑
ヨ
シ
ヱ　

原
田
良
江

　

平
野
せ
つ
子　

丸
井
壽
子

　

宮
田
康
子　

山
口
静
子　

和
田
泰
弘

〔
南
足
柄
市
〕
安
藤
則
夫　

細
見
福
史

〔
綾
瀬
市
〕
奥
田
一
清　

越
智
洋
之

　

川
野
保
代　

橘
川
美
智
子

　

幸
丸
和
子　

小
宮
昌
典　

今
野
越
子

　

佐
久
間
由
紀
子　

杉
本
美
奈
子

　

髙
野
悦
子　

戸
田
輝
國

　

花
井
さ
つ
子　

比
留
川
美
智
子

　

比
留
川
祥
隆　

廣
田
博
美

　

峰
岸
恵
美
子

〔
愛
川
町
〕
木
村
光
雄　

引
木
和
子

〔
清
川
村
〕
山
口
理
恵

〔
葉
山
町
〕
上
野
英
樹　

梶
山
悦
子

　

中
川
進
一　

沼
田
東
治

〔
寒
川
町
〕
𠮷
川
京
子　

木
村
章
惠

　

佐
藤
信
江

〔
二
宮
町
〕
野
谷
美
惠
子　

東
節
子

　

平
田
隆
彦

〔
大
井
町
〕
植
松
伸
二　

山
本
香
代
子

〔
山
北
町
〕
瀬
戸
尚
子

〔
箱
根
町
〕
石
村
か
ほ
る

　

折
橋
み
ど
り　

勝
俣
英
美
子

　

平
塚
め
ぐ
み

〔
真
鶴
町
〕
朝
倉
の
り
子

〔
湯
河
原
町
〕
髙
杉
正
枝　

髙
橋
清

　

露
木
初
子　

袴
田
百
合
子

　

橋
本
經
子　

橋
本
佳
宏

〔
平
塚
市
・
元
〕
髙
橋
浩
貴

〔
藤
沢
市
・
元
〕 

井
上
實

　

関
野
髙
千
代

（
敬
称
略
、
五
十
音
順
で
表
記
。
ま
た
、

所
属
等
は
受
賞
当
時
の
も
の
。
）

　

愛
知
県
知
多
半
島
の
真
ん
中
に
位
置

す
る
知
多
郡
阿
久
比
町
か
ら
、
竹
内
会

長
以
下
33
名
の
民
生
委
員
児
童
委
員
の

方
々
が
、
綾
瀬
市
民
児
協
へ
視
察
研
修

に
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
に
あ
ま
た
あ
る
民
児
協
の
中
か

ら
、
本
市
を
視
察
に
選
ば
れ
た
理
由
は
、

全
民
児
連
の
『
ひ
ろ
ば
』
（
平
成
23
年

６
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
本
市
民
児

協
の
或
る
事
例
を
み
て
、
興
味
を
持
た

れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

視
察
研
修
は
、
は
じ
め
に
阿
久
比
町

民
児
協
の
竹
内
会
長
か
ら
、
来
訪
の
意

図
に
つ
い
て
お
話
し
が
あ
り
、
本
市
民

児
協
か
ら
は
歓
迎
の
意
が
松
本
会
長
よ

り
述
べ
ら
れ
、
双
方
の
委
員
紹
介
後
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

阿
久
比
町
か
ら
①
阿
久
比
町
に
は
な

い
〝
要
支
援
者
登
録
制
度
シ
ス
テ
ム
〞

と
具
体
的
な
活
動
、
②
民
児
協
と
社

協
・
自
治
会
と
の
活
動
協
力
、
③
主
任

児
童
委
員
の
活
動
な
ど
、
数
々
の
質
問

が
な
さ
れ
、
約
２
時
間
あ
ま
り
の
意
見

交
換
で
し
た
が
、
双
方
に
と
っ
て
有
意

義
な
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

阿
久
比
町
と
本
市
を
比
較
す
る
と
、

人
口
や
世
帯
数
は
１
：
３
で
す
が
、
65

歳
以
上
の
高

齢
化
率
、
要

介
護
認
定
率

は
、
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
り
、

民
児
協
の
活

動
す
る
土
壌

が
似
て
い
る

と
感
じ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今

年
〝
ほ
た
る

サ
ミ
ッ
ト
〞

を
開
催
し
、

幻
の
花
〝
花
か
つ
み
〞
が
咲
く
と
い
う

優
雅
な
阿
久
比
町
で
す
が
、
本
市
も

〝
ほ
た
る
〞
場
が
あ
り
、
美
し
い
鳥

〝
カ
ワ
セ
ミ
〞
な
ど
が
飛
翔
す
る
清
流

が
あ
り
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
も
共
通

点
を
感
ず
る
交
流
会
で
し
た
。

綾
瀬
市
民
児
協
通
信
員

　川
瀬
精
康

〔
小
田
原
市
〕
相
原
久
花　

五
十
嵐
博

　

磯
﨑
一
子　

磯
﨑
伸
子

　

岩
田
隆
一　

小
野
利
枝

　

小
野
美
代
子　

加
藤
和
子

　

木
村
晃
一　

坂
田
逸
司　

鈴
木
修
一

　

須
山
晴
夫　

長
井
和
子　

中
島
秀
子

　

永
田
久
美
子　

野
島
千
津
子

　

松
嶋
克
夫　

松
本
公
子

　

矢
島
ケ
イ
子　

山
口
正
隆

　

山
田
昭
子　

山
本
由
美
子

〔
茅
ヶ
崎
市
〕
太
田
亜
古

　

小
笠
原
幸
四
郎　

小
林
勝

　

齊
藤
幸
雄　

酒
井
和
子

　

佐
々
木
早
苗　

鈴
木
志
津
江

　

千
海
和
子　

髙
川
澪
子　

中
尾
圭
子

　

中
村
利
榮
子　

野
澤
陽
子

　

橋
本
惠
子　

古
郡
祐
子　

古
屋
妙
子

　

水
口
靖　

森
井
香
代
子　

山
上
壽
子

　

山
口
眞
毅
夫　

渡
邉
文
子

〔
逗
子
市
〕
相
澤
あ
や
子

　

青
柳
美
津
子　

大
黒
ハ
ル
ミ

　

大
竹
惠
子　

木
下
京
子　

嶋
村
敬
子

　

芹
澤
ふ
さ
江　

髙
橋
三
由
実

　

矢
島
明　

山
上
寿
美

〔
三
浦
市
〕
稻
田
紀
美
子　

川
﨑
節
子

　

栗
原
登
美
子　

鈴
木
喜
孝

　

髙
木
厚
子　

菱
沼
知
代　

星
野
早
苗

　

宮
川
壽
美
代

〔
秦
野
市
〕
榎
本
惠
美
子

　

小
幡
か
ほ
る　

金
子
加
代
子

　

熊
澤
嘉
孝　

高
橋
幸
江　

原
香
代
子

　

原
田
敏
之　
　

宮
村
菊
江

　

守
屋
ゆ
き
子　

栁
川
サ
ヨ
子

　

山
﨑
文
子　

横
山
信
子

愛
知
県
知
多
郡
阿
久
比
町
民
児
協
か
ら
綾
瀬
市
民
児
協
へ
の
視
察
研
修

 

ブ
ロ
ッ
ク
別
会
議
の
開
催
状
況 

〜
各
ブ
ロ
ッ
ク
で

　 

大
規
模
研
修
開
催

視察研修の様子

ブロック名 日　　時 内　　容

横須賀三浦
ブロック

平成27年
10月9日

格差社会における少子化と児童虐待の現状と対策について
講師：小林正稔氏（県立保健福祉大学教授）

県央
ブロック

平成27年
11月12日

民生委員児童委員活動の現状と展望について
～民生委員制度創設100周年を前に～
講師：大溝茂氏（桜美林大学教授）

湘南東
ブロック

平成28年
1月20日

これからの幸せな最期の迎え方
～終末期を考えてみませんか～
講師：石飛幸三氏（世田谷区特別養護老人ホーム芦花ホーム医師）

湘南西
ブロック

平成27年
10月22日

マイナンバー社会保障・税番号制度について
講師：内嶋順一氏（弁護士）

足柄上
ブロック

平成28年
2月17日

災害発生時の民生委員児童委員の役割
講師：高橋洋氏（NPO法人災害福祉広域支援ネットワークサ
ンダーバード理事・副代表）

西湘
ブロック

平成27年
7月17日

少年非行の現状について
講師：宮﨑誠氏（小田原少年院長）

平成27年
11月9日

認知症の人も暮らしやすいまちづくり
講師：徳田雄人氏（㈱スマートエイジング代表取締役）

民
児
協
の
活
動
や
地
域
交
流
な
ど
、

「
県
民
児
協
だ
よ
り
」
で
紹
介
し
ま

せ
ん
か
？

各
市
町
村
民
児
協
の
通
信
員
ま
た
は

県
民
児
協
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
！

　

各
地
域
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

活
動
を
広
げ
る
た
め
、
県
域
の
市
町
村

民
児
協
は
６
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、

会
議
や
相
互
の
情
報
交
流
、
研
修
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ

た
大
規
模
研
修
会
を
報
告
し
ま
す
。
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大
磯
町
民
児
協
（
以
下
「
民
児

協
」
）
の
委
員
は
主
任
児
童
委
員
２
名

を
含
め
54
名
で
、
高
齢
者
部
会
、
児
童

部
会
、障
が
い
者
部
会
、地
域
福
祉
部
会

と
４
つ
の
部
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

●
新
任
委
員
の
負
担
を
減
ら
す
工
夫

　

県
下
全
体
の
委
員
交
替
の
平
均
が

35
％
の
中
で
、
60
％
の
交
替
が
あ
っ

た
改
選
後
に
、
初
め
て
会
長
と
な
っ
た

安
藤
会
長
は
、
「
な
ぜ
、
や
め
て
し
ま

っ
た
の
か
」
と
当
初
は
悩
み
ま
し
た
が
、

「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
」
と
捉
え
、

新
任
委
員
の
負
担
を
払
拭
す
る
た
め
の

取
り
組
み
の
準
備
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

準
備
か
ら
１
年
を
経
て
、
新
任
委
員

が
２
年
目
と
な
る
12
月
に
「
新
任
委
員

意
見
交
換
会
」
を
新
た
に
開
催
し
ま
し

た
。
「
委
員
の
役
割
は
ど
こ
ま
で
な
の

か
」
等
活
動
す
る
上
で
の
悩
み
や
不
満

等
を
自
由
に
語
り
合
い
、
先
輩
委
員
か

ら
助
言
を
受
け
た
り
と
何
気
な
い
こ
と

で
も
話
し
合
え
る
関
係
を
築
く
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

●
委
員
の
声
を
原
動
力
に
、
わ
が
町
の

　

事
例
集
・
活
動
記
録
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

　

こ
の
よ
う
な
場
を
つ
く
る
こ
と
で
、

「
具
体
的
な
活
動
内
容
が
分
か
る
身
近

な
事
例
を
知
り
た
い
」
「
活
動
記
録
で

ど
の
項
目
に
記

せ
ば
よ
い
か
分

か
り
づ
ら
い
」

と
い
っ
た
声
が

上
が
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
委

員
の
声
を
次
の

取
り
組
み
に
活

か
し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
個
別
支
援
に
お
け
る
大
磯

町
版
の
事
例
集
作
成
で
す
。
こ
こ
で
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は
、
で
き
る
だ
け

委
員
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
、

定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
事
例
検
討
の

資
料
を
活
用
し
た
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
活
動
記
録
の
書
き
方
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
で
す
。
特
に
、
町
独

自
の
事
業
名
称
で
実
施
し
て
い
る
と

「
そ
の
他
の
活
動
件
数
」
「
訪
問
回

数
」
「
連
絡
調
整
回
数
」
の
中
の
ど
の

項
目
に
記
入
し
た
ら
よ
い
の
か
す
ぐ
に

は
分
か
ら
ず
、
不
安
を
抱
く
委
員
も
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に

対
し
て
、
ど
こ
に
記
入
し
た
ら
よ
い
か

表
で
示
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。

●
全
委
員
の
声
を
聴
く
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

　

さ
ら
に
、
民
児
協
で
は
、
新
規
事
業

実
施
を
検
討
す
る
と
き
に
は
、
賛
否
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
す
。
反

対
意
見
や
マ
イ
ナ
ス
の
声
に
、
二
の
足

を
踏
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
賛
成
が

多
数
の
場
合
は
、
そ
の
結
果
を
追
い
風

に
事
業
を
進
め
ま
す
。
た
だ
し
、
反
対

意
見
も
大
切
に
、
各
委
員
が
や
る
意
義

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
事
業
実
施
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
欠
か
さ
ず
取
り
、
そ

の
結
果
を
次
の
事
業
に
ど
の
よ
う
に
反

映
す
る
か
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
繰
り
返
す
こ
と
は
、

そ
の
活
動
の
目
的
を
振
り
返
る
機
会
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
75
歳
以
上
の
高
齢

者
訪
問
事
業
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
１
年
目
は
「
大
変
だ
っ
た
」
と
い

う
感
想
が
多
く
を
占
め
ま
し
た
が
、
２

年
目
は
、
「
地
域
の
様
子
が
分
か
り
、

居
住
者
の
様
子
が
見
え
て
き
た
」
と
委

員
が
取
り
組
む
目
的
の
理
解
促
進
に
も

つ
な
が
り
ま
し
た
。

●
役
割
が
果
た
さ
れ
て
い
る
か
見
直
す

　

継
続
的
に
事
業
を
進
め
て
い
る
と
、

そ
の
事
業
を
な
ぜ
委
員
が
担
っ
て
い

る
の
か
と
い
う
目
的
を
見
失
う
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
民
児
協
で

は
、
「
本
来
の
役
割
に
専
念
す
る
た
め

に
は
何
が
必
要
か
」
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
、
平
成
13
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
乳

幼
児
と
親
子
が
気
軽
に
の
ん
び
り
集
え

る
場
「
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
」
を
平
成
27

年
度
で
、
終
了
す
る
決
断
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
他

機
関
・
団
体
で
同
様
の
事
業
が
広
が
っ

て
き
た
と
い
う
社
会
の
動
向
を
見
据
え

て
の
見
直
し
で
す
。
こ
の
見
直
し
に
よ

全
委
員
の
声
に
耳
を
傾
け
、
委
員
と
と
も
に
歩
む

　
　
　
　
　
　
　
　  

〜
大
磯
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
〜

　

前
回
の
一
斉
改
選
で
大
磯
町
民
児
協
は
、６
割
の
新
任
民
生
委
員
児
童
委
員（
以
下「
委
員
」）を
迎
え
ま
し
た
。新
任
委
員
を
迎
え
る
こ
と
を
前
向
き
に
捉
え
、

新
た
な
体
制
を
整
え
て
い
く
た
め
に
ど
の
よ
う
な
視
点
を
大
切
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
、会
長
の
安
藤
憲
和
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

取材をとおして
 前向きに取り組む勇気を持つこと　瀬戸委員長
　「民児協は、皆で楽しんで、前向きに運営することが大
切！」と、安藤会長は熱く語ってくださいました。困ってい
ること、事業を見直すこと等を、皆が話せる環境を造るこ
と、アンケートを取り、60％以上の賛成があったら、新事
業を始めること。事業をやめたいときは、勇気をもってや
め、次の事業を考えること。会長自身、皆と一緒に率先
し、実務の活動をされていらっしゃることも、感銘を受けま
した。これからの委員活動に「夢を持ち、前を向く勇気」
をいただけた嬉しい取材でした。

 気軽に話せる意見交換の場づくりから　菅谷委員
　今年は、委員改選の年です。行政とのパイプ役である
委員は、3年間で得た知識を持って活動していますが、そ
の反面、常に不安や負担を感じています。安藤会長が事
業に対してアンケートを実施し、気軽に発言できる場所
を設ける話には共感しました。一人でも多くの委員が、続
けて活動できる委員会づくりが必要だと思います。

 まずは、全委員の声に耳を傾ける大切さ　杉山委員
　新しい事業を始める時、反対意見が出ることもあると思
います。それを乗り越えることができたヒントは「皆の意見
を聴いた」ということです。「意見を受け止めて改善を諮
る」この継続が、今の活躍の源であると感じました。「一方
的に述べるのではなく、全員が発言できるように心がける」
安藤会長の言葉は、事務局職員として、心に響きました。

り
、
「
委
員
と
し
て
今
後
何
を
す
る
べ

き
か
」
委
員
と
協
議
し
、
「
児
童
分
野

の
機
関
・
団
体
と
の
連
携
・
協
働
が
不

可
欠
で
あ
る
」
と
い
う
原
点
に
立
ち
返

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に

は
、
お
互
い
が
顔
見
知
り
の
関
係
に
な

る
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、

来
年
度
は
積
極
的
に
各
機
関
・
団
体
へ

訪
問
す
る
予
定
で
す
。

●
仲
間
と
活
動
す
る
た
め
に

 

「
も
と
も
と
委
員
に
な
り
た
か
っ

た
」
と
目
を
細
め
語
る
安
藤
会
長
の
姿

に
は
、
大
磯
町
や
委
員
活
動
に
関
わ
る

仲
間
へ
の
愛
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
だ

か
ら
こ
そ
、
新
た
な
仲
間
も
安
心
し
て

活
動
で
き
る
環
境
に
な
れ
ば
と
、
意
見

交
換
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
こ
の
２
年

間
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
、
安
藤
会
長
一
人

で
は
叶
い
ま
せ
ん
。
会
長
の
思
い
を
伝

え
る
だ
け
で
は
な
く
、
委
員
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
伝
え
合
い
、
分
か
ち
合
っ
た

積
み
重
ね
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ

で
す
。
こ
れ
が
、

新
任
委
員
も
含

め
た
全
委
員
と

と
も
に
築
き
上

げ
る
体
制
づ
く

り
の
ヒ
ン
ト
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

�������
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地区担当の委員の顔が分かるようにと作成した自慢の
パネルを背景に（右から3番目が安藤会長、2番目が町民
児協事務局の片野さん）

大磯町の身近な個別支援
の事例をまとめたことで、新
任委員にとって、イメージがし
やすい事例集ができました。
（原物より文字・画を拡大し
て表示）

委員の声をもと
に作成した、活
動記録マニュア
ルの表一部を表
示し、表の項目を
一部拡大。

市町村民児協発
活動研究レポート

№36

　本年は民生委員一斉改選の年であり、来年は民
生委員制度創設100周年を迎えます。　　　　　
　今日、社会・経済の変動や生活形態と意識変
化等は、生活の貧困化の進行を軸として、世代を
問わず「生きづらさ（生きることの困難さ）」が増
幅し、民生委員制度の創設当時の社会背景と相通
じるものがあるといえます。
　地域住民の様々な「生きづらさ（生きることの困難
さ）」と「向き合い」「寄り添うこと」が民生委員児童
委員活動の原点です。
　制度化されたボランティア（委嘱型ボランティア）と
して、民生委員児童委員活動は、新たな地域住民の
動向や必要の変化に応じた具体的活動を創出し今
日に至っています。

　一斉改選では、民生委員児童委員の未充足や、１
期で退任するケースが顕著になっている昨今、大磯
町民児協では、新しい住民ニーズや地域課題への
対応を可能とする組織の活性化を図っています。
　民児協活動が常に地域住民のニーズと期待に応
えることを中心的な目標・課題とした活動であるため
には、地域や住民生活の変化に応える民児協活動
や各民生委員児童委員の具体的な日常活動も変
化することが必要です。反面、地域や個々の生活に
は変えてはならない守るべきこともあります。
  「変えるべきことを変えていく《勇気》」と「守るべき
こと（変えてはならないこと）を守っていく《力》」を民
児協及び民生委員児童委員一人ひとりが育んでい
くことが大切ではないでしょうか。

活 動 の ヒ ン ト ・ ポ イ ン ト

桜美林大学
大溝 茂さん

 

 

大磯町民�委員児童委員協議会

活 動 記 録 要 � ���相談支援�

活　動　内　�

�の他の活動"# 訪問回#

活　動　内　�

�の他の活動"# 訪問回#

調査 行事 地福 民児協 証明 要保護 訪問 �の他 委員相 �の他 4# 調査 行事 地福 民児協 証明 要保護 訪問 �の他 委員相 �の他 4#

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1> 11 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1> 11

各種団体との話し合い － ○
世帯の支援に必要な情報収集や状況把握 － － ○ 他市町村民児協との交流会 － ○
町民児協の独自調査 － － ○ 活動記録の整理・点検・集計 － ○
行政、社協、他の機関・団体からの依頼など － － ○ 研修報告の作成、議事録の作成 － ○
上記３項目について連絡をした場合 － ○ 個別援助票作成 － ○

総括一覧表の集計（年１回）・作成など － ○

各団体が主催する研修会・講演会 － ○ 自営業者の就労証明書 － ○
県社会福祉協議会 － ○ 調査書発行に伴う調査 － ○
平塚保険福祉事務所 － ○ 調査書作成など － ○

－ ○
町保護司会 － ○ 要保護児童を発見し保健福祉事務所、又は、

－ ○
町教育委員会 － ○ 児童相談所へ通告

こんにちは赤ちゃん事業 － － ○ 要保護児童発見者からの依頼により保健福祉
－ ○

－ － ○ 事務所、又は、児童相談所へ通告など

にこにこクラブ以外のポスターの掲示と撤収 － ○
町敬老祝金贈呈 － － ○
年末助け合い募金 配分金の配布 － － ○
保育園・幼稚園・小学校・中学校などの行事 － ○ 高齢者など訪問（安否確認ができた場合） － ○

－ ○ 高齢者などに電話（　　　〃　　　） － ○
委嘱状伝達式 － ○ 訪問する途中で会った（　　〃　　） － ○
横溝まつりなど － ○ 病院の見舞いや施設の訪問（　　〃　　） － ○
関係機関・団体などの主催行事や事業を、地域の

－ ○
要保護児童の見守りなど － ○

住民に知らせる

　 ここに区分

登下校児童の見守り － ○
地区の行事の出欠の連絡や、地区の行事の

－ － ○
高齢者などの訪問（留守の場合） － ○

手作り弁当などのお届け 電話で相談があるので、来てほしいと頼まれ訪問 － ○
各種ボランティア活動（大磯福祉ショップ、乳幼児

－ ○
調査・実態把握や配布物のために、対象となる

－ ○
見守り保育、おあしすなど） 個人や世帯を訪問

にこにこクラブのポスターの掲示と撤収 － ○ 住民から事務的な連絡（電話）を受けた場合や、

－ ○にこにこクラブに参加 － ○ 単に相談したいということのみを持ちかけられた

自治会・町内会の行事・会議（地区ボラ、地域福祉

－ ○

場合など

推進委員会、敬老会、自主防災会、津波訓練、

総合防災訓練など） 委員（主任児童委員を含む）との連絡など － ○
個人的に勉強 － ○

行政 － ○
定例会 － ○ 社会福祉施設 － ○
企画運営委員会 － ○ 保健福祉事務所 － ○
防災委員会 － ○ 児童相談所 － ○
にこにこクラブ運営委員会 － ○ 学校 － ○
広報運営委員会 － ○ 教育委員会 － ○

��調査・実態把握

��34・45・678の*9・:; 5�<=4>

社会福祉協議会 ��?@ABCのDEのFG・HI

2歳児全戸訪問事業（平成27年4月より）

＊内容によって[相談・支援件数]や[その他の

   活動件数・調査実態把握（１）]のいずれかに区分]

7�訪問・YZ活動

登下校児童の見守り（関係機関から依頼の場合）

＊75歳以上の名簿を活用した高齢者の訪問は、

	�fghi活動・jk活動

��その他

��lm相n

���その他のopqo

��rB:st・uv

大磯町民�委員児童委員協議会

活 動 記 録 要 � ���相談支援�

活　動　内　�

�の他の活動"# 訪問回# 連絡調整回#

活　動　内　�

�の他の活動"# 訪問回# 連絡調整回#

調査 行事 地福 民児協 証明 要保護 訪問 �の他 委員相 �の他 4# 調査 行事 地福 民児協 証明 要保護 訪問 �の他 委員相 �の他 4#

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1> 11 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1> 11

各種団体との話し合い － ○
世帯の支援に必要な情報収集や状況把握 － － ○ 他市町村民児協との交流会 － ○
町民児協の独自調査 － － ○ 活動記録の整理・点検・集計 － ○
行政、社協、他の機関・団体からの依頼など － － ○ 研修報告の作成、議事録の作成 － ○
上記３項目について連絡をした場合 － ○ 個別援助票作成 － ○

調査・実態把握１の数と訪問回数は、必ずしも一致しない場合がある（＊活動記録記入ガイドＰ３参照） 総括一覧表の集計（年１回）・作成など － ○

各団体が主催する研修会・講演会 － ○ 自営業者の就労証明書 － ○
県社会福祉協議会 － ○ 調査書発行に伴う調査 － ○
平塚保険福祉事務所 － ○ 調査書作成など － ○

－ ○
町保護司会 － ○ 要保護児童を発見し保健福祉事務所、又は、

－ ○
町教育委員会 － ○ 児童相談所へ通告

こんにちは赤ちゃん事業 － － ○ 要保護児童発見者からの依頼により保健福祉
－ ○

－ － ○ 事務所、又は、児童相談所へ通告など

にこにこクラブ以外のポスターの掲示と撤収 － ○
町敬老祝金贈呈 － － ○
年末助け合い募金 配分金の配布 － － ○
保育園・幼稚園・小学校・中学校などの行事 － ○ 高齢者など訪問（安否確認ができた場合） － ○

－ ○ 高齢者などに電話（　　　〃　　　） － ○
委嘱状伝達式 － ○ 訪問する途中で会った（　　〃　　） － ○
横溝まつりなど － ○ 病院の見舞いや施設の訪問（　　〃　　） － ○
関係機関・団体などの主催行事や事業を、地域の

－ ○
要保護児童の見守りなど － ○

住民に知らせる

　 ここに区分

登下校児童の見守り － ○
地区の行事の出欠の連絡や、地区の行事の

－ － ○
高齢者などの訪問（留守の場合） － ○

手作り弁当などのお届け 電話で相談があるので、来てほしいと頼まれ訪問 － ○
各種ボランティア活動（大磯福祉ショップ、乳幼児

－ ○
調査・実態把握や配布物のために、対象となる

－ ○
見守り保育、おあしすなど） 個人や世帯を訪問

にこにこクラブのポスターの掲示と撤収 － ○ 住民から事務的な連絡（電話）を受けた場合や、

－ ○にこにこクラブに参加 － ○ 単に相談したいということのみを持ちかけられた

自治会・町内会の行事・会議（地区ボラ、地域福祉

－ ○

場合など

推進委員会、敬老会、自主防災会、津波訓練、

総合防災訓練など） 委員（主任児童委員を含む）との連絡など － ○
個人的に勉強 － ○

行政 － ○
定例会 － ○ 社会福祉施設 － ○
企画運営委員会 － ○ 保健福祉事務所 － ○
防災委員会 － ○ 児童相談所 － ○
にこにこクラブ運営委員会 － ○ 学校 － ○
広報運営委員会 － ○ 教育委員会 － ○

��調査・実態把握

��34・45・678の参9・:; 5�<=4>

社会福祉協議会（理事会・評議会・社会福祉大会など） ��?@ABCのDEのFG・HI

2歳児全戸訪問事業（平成27年4月より）

＊内容によって[相談・支援件数]や[その他の

   活動件数・調査実態把握（１）]のいずれかに区分]

7�訪問・YZ活動

登下校児童の見守り（関係機関から依頼の場合）

＊75歳以上の名簿を活用した高齢者の訪問は、

	�fghi活動・jk活動

��その他

��lm相n

���その他のopqo

��rB:st・uv

地域住民の期待に応える自己変革を目指して
～一斉改選と制度創設100周年に際して～
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大
磯
町
民
児
協
（
以
下
「
民
児

協
」
）
の
委
員
は
主
任
児
童
委
員
２
名

を
含
め
54
名
で
、
高
齢
者
部
会
、
児
童

部
会
、障
が
い
者
部
会
、地
域
福
祉
部
会

と
４
つ
の
部
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

●
新
任
委
員
の
負
担
を
減
ら
す
工
夫

　

県
下
全
体
の
委
員
交
替
の
平
均
が

35
％
の
中
で
、
60
％
の
交
替
が
あ
っ

た
改
選
後
に
、
初
め
て
会
長
と
な
っ
た

安
藤
会
長
は
、
「
な
ぜ
、
や
め
て
し
ま

っ
た
の
か
」
と
当
初
は
悩
み
ま
し
た
が
、

「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
」
と
捉
え
、

新
任
委
員
の
負
担
を
払
拭
す
る
た
め
の

取
り
組
み
の
準
備
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

準
備
か
ら
１
年
を
経
て
、
新
任
委
員

が
２
年
目
と
な
る
12
月
に
「
新
任
委
員

意
見
交
換
会
」
を
新
た
に
開
催
し
ま
し

た
。
「
委
員
の
役
割
は
ど
こ
ま
で
な
の

か
」
等
活
動
す
る
上
で
の
悩
み
や
不
満

等
を
自
由
に
語
り
合
い
、
先
輩
委
員
か

ら
助
言
を
受
け
た
り
と
何
気
な
い
こ
と

で
も
話
し
合
え
る
関
係
を
築
く
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

●
委員の声を原動力に、わが町の

　

事
例
集
・
活
動
記
録
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

　

こ
の
よ
う
な
場
を
つ
く
る
こ
と
で
、

「
具
体
的
な
活
動
内
容
が
分
か
る
身
近

な
事
例
を
知
り
た
い
」
「
活
動
記
録
で

ど
の
項
目
に
記

せ
ば
よ
い
か
分

か
り
づ
ら
い
」

と
い
っ
た
声
が

上
が
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
委

員
の
声
を
次
の

取
り
組
み
に
活

か
し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
個
別
支
援
に
お
け
る
大
磯

町
版
の
事
例
集
作
成
で
す
。
こ
こ
で
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は
、
で
き
る
だ
け

委
員
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
、

定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
事
例
検
討
の

資
料
を
活
用
し
た
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
活
動
記
録
の
書
き
方
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
で
す
。
特
に
、
町
独

自
の
事
業
名
称
で
実
施
し
て
い
る
と

「
そ
の
他
の
活
動
件
数
」
「
訪
問
回

数
」
「
連
絡
調
整
回
数
」
の
中
の
ど
の

項
目
に
記
入
し
た
ら
よ
い
の
か
す
ぐ
に

は
分
か
ら
ず
、
不
安
を
抱
く
委
員
も
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に

対
し
て
、
ど
こ
に
記
入
し
た
ら
よ
い
か

表
で
示
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。

●
全委員の声を聴くためのアンケート

　

さ
ら
に
、
民
児
協
で
は
、
新
規
事
業

実
施
を
検
討
す
る
と
き
に
は
、
賛
否
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
す
。
反

対
意
見
や
マ
イ
ナ
ス
の
声
に
、
二
の
足

を
踏
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
賛
成
が

多
数
の
場
合
は
、
そ
の
結
果
を
追
い
風

に
事
業
を
進
め
ま
す
。
た
だ
し
、
反
対

意
見
も
大
切
に
、
各
委
員
が
や
る
意
義

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
事
業
実
施
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
欠
か
さ
ず
取
り
、
そ

の
結
果
を
次
の
事
業
に
ど
の
よ
う
に
反

映
す
る
か
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
繰
り
返
す
こ
と
は
、

そ
の
活
動
の
目
的
を
振
り
返
る
機
会
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
75
歳
以
上
の
高
齢

者
訪
問
事
業
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
１
年
目
は
「
大
変
だ
っ
た
」
と
い

う
感
想
が
多
く
を
占
め
ま
し
た
が
、
２

年
目
は
、
「
地
域
の
様
子
が
分
か
り
、

居
住
者
の
様
子
が
見
え
て
き
た
」
と
委

員
が
取
り
組
む
目
的
の
理
解
促
進
に
も

つ
な
が
り
ま
し
た
。

●
役
割
が
果
た
さ
れ
て
い
る
か
見
直
す

　

継
続
的
に
事
業
を
進
め
て
い
る
と
、

そ
の
事
業
を
な
ぜ
委
員
が
担
っ
て
い

る
の
か
と
い
う
目
的
を
見
失
う
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
民
児
協
で

は
、
「
本
来
の
役
割
に
専
念
す
る
た
め

に
は
何
が
必
要
か
」
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
、
平
成
13
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
乳

幼
児
と
親
子
が
気
軽
に
の
ん
び
り
集
え

る
場
「
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
」
を
平
成
27

年
度
で
、
終
了
す
る
決
断
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
他

機
関
・
団
体
で
同
様
の
事
業
が
広
が
っ

て
き
た
と
い
う
社
会
の
動
向
を
見
据
え

て
の
見
直
し
で
す
。
こ
の
見
直
し
に
よ

全
委
員
の
声
に
耳
を
傾
け
、
委
員
と
と
も
に
歩
む

　
　
　
　
　
　
　
　  

〜
大
磯
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
〜

　

前
回
の
一
斉
改
選
で
大
磯
町
民
児
協
は
、６
割
の
新
任
民
生
委
員
児
童
委
員（
以
下「
委
員
」）を
迎
え
ま
し
た
。新
任
委
員
を
迎
え
る
こ
と
を
前
向
き
に
捉
え
、

新
た
な
体
制
を
整
え
て
い
く
た
め
に
ど
の
よ
う
な
視
点
を
大
切
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
、会
長
の
安
藤
憲
和
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

取材をとおして
 前向きに取り組む勇気を持つこと　瀬戸委員長
　「民児協は、皆で楽しんで、前向きに運営することが大
切！」と、安藤会長は熱く語ってくださいました。困ってい
ること、事業を見直すこと等を、皆が話せる環境を造るこ
と、アンケートを取り、60％以上の賛成があったら、新事
業を始めること。事業をやめたいときは、勇気をもってや
め、次の事業を考えること。会長自身、皆と一緒に率先
し、実務の活動をされていらっしゃることも、感銘を受けま
した。これからの委員活動に「夢を持ち、前を向く勇気」
をいただけた嬉しい取材でした。

 気軽に話せる意見交換の場づくりから　菅谷委員
　今年は、委員改選の年です。行政とのパイプ役である
委員は、3年間で得た知識を持って活動していますが、そ
の反面、常に不安や負担を感じています。安藤会長が事
業に対してアンケートを実施し、気軽に発言できる場所
を設ける話には共感しました。一人でも多くの委員が、続
けて活動できる委員会づくりが必要だと思います。

 まずは、全委員の声に耳を傾ける大切さ　杉山委員
　新しい事業を始める時、反対意見が出ることもあると思
います。それを乗り越えることができたヒントは「皆の意見
を聴いた」ということです。「意見を受け止めて改善を諮
る」この継続が、今の活躍の源であると感じました。「一方
的に述べるのではなく、全員が発言できるように心がける」
安藤会長の言葉は、事務局職員として、心に響きました。

り
、
「
委
員
と
し
て
今
後
何
を
す
る
べ

き
か
」
委
員
と
協
議
し
、
「
児
童
分
野

の
機
関
・
団
体
と
の
連
携
・
協
働
が
不

可
欠
で
あ
る
」
と
い
う
原
点
に
立
ち
返

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に

は
、
お
互
い
が
顔
見
知
り
の
関
係
に
な

る
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、

来
年
度
は
積
極
的
に
各
機
関
・
団
体
へ

訪
問
す
る
予
定
で
す
。

●
仲
間
と
活
動
す
る
た
め
に

 

「
も
と
も
と
委
員
に
な
り
た
か
っ

た
」
と
目
を
細
め
語
る
安
藤
会
長
の
姿

に
は
、
大
磯
町
や
委
員
活
動
に
関
わ
る

仲
間
へ
の
愛
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
だ

か
ら
こ
そ
、
新
た
な
仲
間
も
安
心
し
て

活
動
で
き
る
環
境
に
な
れ
ば
と
、
意
見

交
換
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
こ
の
２
年

間
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
、
安
藤
会
長
一
人

で
は
叶
い
ま
せ
ん
。
会
長
の
思
い
を
伝

え
る
だ
け
で
は
な
く
、
委
員
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
伝
え
合
い
、
分
か
ち
合
っ
た

積
み
重
ね
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ

で
す
。
こ
れ
が
、

新
任
委
員
も
含

め
た
全
委
員
と

と
も
に
築
き
上

げ
る
体
制
づ
く

り
の
ヒ
ン
ト
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

�������

���	����	
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����年 4月
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地区担当の委員の顔が分かるようにと作成した自慢の
パネルを背景に（右から3番目が安藤会長、2番目が町民
児協事務局の片野さん）

大磯町の身近な個別支援
の事例をまとめたことで、新
任委員にとって、イメージがし
やすい事例集ができました。
（原物より文字・画を拡大し
て表示）

委員の声をもと
に作成した、活
動記録マニュア
ルの表一部を表
示し、表の項目を
一部拡大。

市町村民児協発
活動研究レポート

№36

　本年は民生委員一斉改選の年であり、来年は民
生委員制度創設100周年を迎えます。　　　　　
　今日、社会・経済の変動や生活形態と意識変
化等は、生活の貧困化の進行を軸として、世代を
問わず「生きづらさ（生きることの困難さ）」が増
幅し、民生委員制度の創設当時の社会背景と相通
じるものがあるといえます。
　地域住民の様々な「生きづらさ（生きることの困難
さ）」と「向き合い」「寄り添うこと」が民生委員児童
委員活動の原点です。
　制度化されたボランティア（委嘱型ボランティア）と
して、民生委員児童委員活動は、新たな地域住民の
動向や必要の変化に応じた具体的活動を創出し今
日に至っています。

　一斉改選では、民生委員児童委員の未充足や、１
期で退任するケースが顕著になっている昨今、大磯
町民児協では、新しい住民ニーズや地域課題への
対応を可能とする組織の活性化を図っています。
　民児協活動が常に地域住民のニーズと期待に応
えることを中心的な目標・課題とした活動であるため
には、地域や住民生活の変化に応える民児協活動
や各民生委員児童委員の具体的な日常活動も変
化することが必要です。反面、地域や個々の生活に
は変えてはならない守るべきこともあります。
  「変えるべきことを変えていく《勇気》」と「守るべき
こと（変えてはならないこと）を守っていく《力》」を民
児協及び民生委員児童委員一人ひとりが育んでい
くことが大切ではないでしょうか。

活 動 の ヒ ン ト ・ ポ イ ン ト

桜美林大学
大溝 茂さん
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�の他の活動"# 訪問回#

活　動　内　�

�の他の活動"# 訪問回#

調査 行事 地福 民児協 証明 要保護 訪問 �の他 委員相 �の他 4# 調査 行事 地福 民児協 証明 要保護 訪問 �の他 委員相 �の他 4#

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1> 11 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1> 11

各種団体との話し合い － ○
世帯の支援に必要な情報収集や状況把握 － － ○ 他市町村民児協との交流会 － ○
町民児協の独自調査 － － ○ 活動記録の整理・点検・集計 － ○
行政、社協、他の機関・団体からの依頼など － － ○ 研修報告の作成、議事録の作成 － ○
上記３項目について連絡をした場合 － ○ 個別援助票作成 － ○

総括一覧表の集計（年１回）・作成など － ○

各団体が主催する研修会・講演会 － ○ 自営業者の就労証明書 － ○
県社会福祉協議会 － ○ 調査書発行に伴う調査 － ○
平塚保険福祉事務所 － ○ 調査書作成など － ○

－ ○
町保護司会 － ○ 要保護児童を発見し保健福祉事務所、又は、

－ ○
町教育委員会 － ○ 児童相談所へ通告

こんにちは赤ちゃん事業 － － ○ 要保護児童発見者からの依頼により保健福祉
－ ○

－ － ○ 事務所、又は、児童相談所へ通告など

にこにこクラブ以外のポスターの掲示と撤収 － ○
町敬老祝金贈呈 － － ○
年末助け合い募金 配分金の配布 － － ○
保育園・幼稚園・小学校・中学校などの行事 － ○ 高齢者など訪問（安否確認ができた場合） － ○

－ ○ 高齢者などに電話（　　　〃　　　） － ○
委嘱状伝達式 － ○ 訪問する途中で会った（　　〃　　） － ○
横溝まつりなど － ○ 病院の見舞いや施設の訪問（　　〃　　） － ○
関係機関・団体などの主催行事や事業を、地域の

－ ○
要保護児童の見守りなど － ○

住民に知らせる

　 ここに区分

登下校児童の見守り － ○
地区の行事の出欠の連絡や、地区の行事の

－ － ○
高齢者などの訪問（留守の場合） － ○

手作り弁当などのお届け 電話で相談があるので、来てほしいと頼まれ訪問 － ○
各種ボランティア活動（大磯福祉ショップ、乳幼児

－ ○
調査・実態把握や配布物のために、対象となる

－ ○
見守り保育、おあしすなど） 個人や世帯を訪問

にこにこクラブのポスターの掲示と撤収 － ○ 住民から事務的な連絡（電話）を受けた場合や、

－ ○にこにこクラブに参加 － ○ 単に相談したいということのみを持ちかけられた

自治会・町内会の行事・会議（地区ボラ、地域福祉

－ ○

場合など

推進委員会、敬老会、自主防災会、津波訓練、

総合防災訓練など） 委員（主任児童委員を含む）との連絡など － ○
個人的に勉強 － ○

行政 － ○
定例会 － ○ 社会福祉施設 － ○
企画運営委員会 － ○ 保健福祉事務所 － ○
防災委員会 － ○ 児童相談所 － ○
にこにこクラブ運営委員会 － ○ 学校 － ○
広報運営委員会 － ○ 教育委員会 － ○

��調査・実態把握

��34・45・678の参9・:; 5�<=4>

社会福祉協議会 ��?@ABCのDEのFG・HI

2歳児全戸訪問事業（平成27年4月より）

＊内容によって[相談・支援件数]や[その他の

   活動件数・調査実態把握（１）]のいずれかに区分]

7�訪問・YZ活動

登下校児童の見守り（関係機関から依頼の場合）

＊75歳以上の名簿を活用した高齢者の訪問は、

	�fghi活動・jk活動

��その他

��lm相n

���その他のopqo

��rB:st・uv

大磯町民�委員児童委員協議会

活 動 記 録 要 � ���相談支援�

活　動　内　�

�の他の活動"# 訪問回# 連絡調整回#

活　動　内　�

�の他の活動"# 訪問回# 連絡調整回#

調査 行事 地福 民児協 証明 要保護 訪問 �の他 委員相 �の他 4# 調査 行事 地福 民児協 証明 要保護 訪問 �の他 委員相 �の他 4#

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1> 11 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1> 11

各種団体との話し合い － ○
世帯の支援に必要な情報収集や状況把握 － － ○ 他市町村民児協との交流会 － ○
町民児協の独自調査 － － ○ 活動記録の整理・点検・集計 － ○
行政、社協、他の機関・団体からの依頼など － － ○ 研修報告の作成、議事録の作成 － ○
上記３項目について連絡をした場合 － ○ 個別援助票作成 － ○

調査・実態把握１の数と訪問回数は、必ずしも一致しない場合がある（＊活動記録記入ガイドＰ３参照） 総括一覧表の集計（年１回）・作成など － ○

各団体が主催する研修会・講演会 － ○ 自営業者の就労証明書 － ○
県社会福祉協議会 － ○ 調査書発行に伴う調査 － ○
平塚保険福祉事務所 － ○ 調査書作成など － ○

－ ○
町保護司会 － ○ 要保護児童を発見し保健福祉事務所、又は、

－ ○
町教育委員会 － ○ 児童相談所へ通告

こんにちは赤ちゃん事業 － － ○ 要保護児童発見者からの依頼により保健福祉
－ ○

－ － ○ 事務所、又は、児童相談所へ通告など

にこにこクラブ以外のポスターの掲示と撤収 － ○
町敬老祝金贈呈 － － ○
年末助け合い募金 配分金の配布 － － ○
保育園・幼稚園・小学校・中学校などの行事 － ○ 高齢者など訪問（安否確認ができた場合） － ○

－ ○ 高齢者などに電話（　　　〃　　　） － ○
委嘱状伝達式 － ○ 訪問する途中で会った（　　〃　　） － ○
横溝まつりなど － ○ 病院の見舞いや施設の訪問（　　〃　　） － ○
関係機関・団体などの主催行事や事業を、地域の

－ ○
要保護児童の見守りなど － ○

住民に知らせる

　 ここに区分

登下校児童の見守り － ○
地区の行事の出欠の連絡や、地区の行事の

－ － ○
高齢者などの訪問（留守の場合） － ○

手作り弁当などのお届け 電話で相談があるので、来てほしいと頼まれ訪問 － ○
各種ボランティア活動（大磯福祉ショップ、乳幼児

－ ○
調査・実態把握や配布物のために、対象となる

－ ○
見守り保育、おあしすなど） 個人や世帯を訪問

にこにこクラブのポスターの掲示と撤収 － ○ 住民から事務的な連絡（電話）を受けた場合や、

－ ○にこにこクラブに参加 － ○ 単に相談したいということのみを持ちかけられた

自治会・町内会の行事・会議（地区ボラ、地域福祉

－ ○

場合など

推進委員会、敬老会、自主防災会、津波訓練、

総合防災訓練など） 委員（主任児童委員を含む）との連絡など － ○
個人的に勉強 － ○

行政 － ○
定例会 － ○ 社会福祉施設 － ○
企画運営委員会 － ○ 保健福祉事務所 － ○
防災委員会 － ○ 児童相談所 － ○
にこにこクラブ運営委員会 － ○ 学校 － ○
広報運営委員会 － ○ 教育委員会 － ○

��調査・実態把握

��34・45・678の参9・:; 5�<=4>

社会福祉協議会（理事会・評議会・社会福祉大会など） ��?@ABCのDEのFG・HI

2歳児全戸訪問事業（平成27年4月より）

＊内容によって[相談・支援件数]や[その他の

   活動件数・調査実態把握（１）]のいずれかに区分]

7�訪問・YZ活動

登下校児童の見守り（関係機関から依頼の場合）

＊75歳以上の名簿を活用した高齢者の訪問は、

	�fghi活動・jk活動

��その他

��lm相n

���その他のopqo

��rB:st・uv

地域住民の期待に応える自己変革を目指して
～一斉改選と制度創設100周年に際して～
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め
に
阿
久
比
町

民
児
協
の
竹
内
会
長
か
ら
、
来
訪
の
意

図
に
つ
い
て
お
話
し
が
あ
り
、
本
市
民

児
協
か
ら
は
歓
迎
の
意
が
松
本
会
長
よ

り
述
べ
ら
れ
、
双
方
の
委
員
紹
介
後
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

阿
久
比
町
か
ら
①
阿
久
比
町
に
は
な

い
〝
要
支
援
者
登
録
制
度
シ
ス
テ
ム
〞

と
具
体
的
な
活
動
、
②
民
児
協
と
社

協
・
自
治
会
と
の
活
動
協
力
、
③
主
任

児
童
委
員
の
活
動
な
ど
、
数
々
の
質
問

が
な
さ
れ
、
約
２
時
間
あ
ま
り
の
意
見

交
換
で
し
た
が
、
双
方
に
と
っ
て
有
意

義
な
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

阿
久
比
町
と
本
市
を
比
較
す
る
と
、

人
口
や
世
帯
数
は
１
：
３
で
す
が
、
65

歳
以
上
の
高

齢
化
率
、
要

介
護
認
定
率

は
、
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
り
、

民
児
協
の
活

動
す
る
土
壌

が
似
て
い
る

と
感
じ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今

年
〝
ほ
た
る

サ
ミ
ッ
ト
〞

を
開
催
し
、

幻
の
花
〝
花
か
つ
み
〞
が
咲
く
と
い
う

優
雅
な
阿
久
比
町
で
す
が
、
本
市
も

〝
ほ
た
る
〞
場
が
あ
り
、
美
し
い
鳥

〝
カ
ワ
セ
ミ
〞
な
ど
が
飛
翔
す
る
清
流

が
あ
り
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
も
共
通

点
を
感
ず
る
交
流
会
で
し
た
。

綾
瀬
市
民
児
協
通
信
員

　川
瀬
精
康

〔
小
田
原
市
〕
相
原
久
花　

五
十
嵐
博

　

磯
﨑
一
子　

磯
﨑
伸
子

　

岩
田
隆
一　

小
野
利
枝

　

小
野
美
代
子　

加
藤
和
子

　

木
村
晃
一　

坂
田
逸
司　

鈴
木
修
一

　

須
山
晴
夫　

長
井
和
子　

中
島
秀
子

　

永
田
久
美
子　

野
島
千
津
子

　

松
嶋
克
夫　

松
本
公
子

　

矢
島
ケ
イ
子　

山
口
正
隆

　

山
田
昭
子　

山
本
由
美
子

〔
茅
ヶ
崎
市
〕
太
田
亜
古

　

小
笠
原
幸
四
郎　

小
林
勝

　

齊
藤
幸
雄　

酒
井
和
子

　

佐
々
木
早
苗　

鈴
木
志
津
江

　

千
海
和
子　

髙
川
澪
子　

中
尾
圭
子

　

中
村
利
榮
子　

野
澤
陽
子

　

橋
本
惠
子　

古
郡
祐
子　

古
屋
妙
子

　

水
口
靖　

森
井
香
代
子　

山
上
壽
子

　

山
口
眞
毅
夫　

渡
邉
文
子

〔
逗
子
市
〕
相
澤
あ
や
子

　

青
柳
美
津
子　

大
黒
ハ
ル
ミ

　

大
竹
惠
子　

木
下
京
子　

嶋
村
敬
子

　

芹
澤
ふ
さ
江　

髙
橋
三
由
実

　

矢
島
明　

山
上
寿
美

〔
三
浦
市
〕
稻
田
紀
美
子　

川
﨑
節
子

　

栗
原
登
美
子　

鈴
木
喜
孝

　

髙
木
厚
子　

菱
沼
知
代　

星
野
早
苗

　

宮
川
壽
美
代

〔
秦
野
市
〕
榎
本
惠
美
子

　

小
幡
か
ほ
る　

金
子
加
代
子

　

熊
澤
嘉
孝　

高
橋
幸
江　

原
香
代
子

　

原
田
敏
之　
　

宮
村
菊
江

　

守
屋
ゆ
き
子　

栁
川
サ
ヨ
子

　

山
﨑
文
子　

横
山
信
子

愛
知
県
知
多
郡
阿
久
比
町
民
児
協
か
ら
綾
瀬
市
民
児
協
へ
の
視
察
研
修

 

ブ
ロ
ッ
ク
別
会
議
の
開
催
状
況 

〜
各
ブ
ロ
ッ
ク
で

　 

大
規
模
研
修
開
催

視察研修の様子

ブロック名 日　　時 内　　容

横須賀三浦
ブロック

平成27年
10月9日

格差社会における少子化と児童虐待の現状と対策について
講師：小林正稔氏（県立保健福祉大学教授）

県央
ブロック

平成27年
11月12日

民生委員児童委員活動の現状と展望について
～民生委員制度創設100周年を前に～
講師：大溝茂氏（桜美林大学教授）

湘南東
ブロック

平成28年
1月20日

これからの幸せな最期の迎え方
～終末期を考えてみませんか～
講師：石飛幸三氏（世田谷区特別養護老人ホーム芦花ホーム医師）

湘南西
ブロック

平成27年
10月22日

マイナンバー社会保障・税番号制度について
講師：内嶋順一氏（弁護士）

足柄上
ブロック

平成28年
2月17日

災害発生時の民生委員児童委員の役割
講師：高橋洋氏（NPO法人災害福祉広域支援ネットワークサ
ンダーバード理事・副代表）

西湘
ブロック

平成27年
7月17日

少年非行の現状について
講師：宮﨑誠氏（小田原少年院長）

平成27年
11月9日

認知症の人も暮らしやすいまちづくり
講師：徳田雄人氏（㈱スマートエイジング代表取締役）

民
児
協
の
活
動
や
地
域
交
流
な
ど
、

「
県
民
児
協
だ
よ
り
」
で
紹
介
し
ま

せ
ん
か
？

各
市
町
村
民
児
協
の
通
信
員
ま
た
は

県
民
児
協
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
！

　

各
地
域
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

活
動
を
広
げ
る
た
め
、
県
域
の
市
町
村

民
児
協
は
６
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、

会
議
や
相
互
の
情
報
交
流
、
研
修
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ

た
大
規
模
研
修
会
を
報
告
し
ま
す
。
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〔
小
田
原
市
〕
小
澤
治
枝

〔
大
和
市
〕
青
木
惠
美
子

〔
座
間
市
〕
山
田
敏
子

〔
綾
瀬
市
〕
古
塩
幸
子

◇
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰

（
10
月
15
日
付
）

【
優
良
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
表
彰
】

横
須
賀
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

山
北
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

【
永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
表
彰
】

〔
藤
沢
市
〕
浅
野
朝
子

【
永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰
】

〔
横
須
賀
市
〕
小
池
陽
子　

志
田
良
子

〔
平
塚
市
〕
河
間
洋
子

〔
鎌
倉
市
〕
大
木
君
江

〔
藤
沢
市
〕
石
田
マ
ユ
ミ　

　

正
田
惠
美
子　

杉
渕
美
有
子　

　

古
川
京
子

〔
逗
子
市
〕
川
上
和
子　

日
野
乃
芙
子

〔
大
和
市
〕
岡
田
博
江　

柿
沼
信
子

〔
綾
瀬
市
〕
松
本
信
之

〔
開
成
町
〕
辻
村
貴
子

◇
県
民
功
労
者
表
彰
（
７
月
６
日
付
）

【
社
会
福
祉
分
野
】

〔
藤
沢
市
〕
國
弘
信
子

〔
小
田
原
市
〕
橋
本
尚
信

◇
春
の
叙
勲
（
４
月
29
日
付
）

瑞
宝
単
光
章

〔
藤
沢
市
・
元
〕
山
口
絢
子

◇
春
の
褒
章
（
４
月
29
日
付
）

藍
綬
褒
章

〔
秦
野
市
〕
熊
澤
道
子

〔
横
須
賀
市
・
元
〕
加
藤
佐
榮
子

◇
秋
の
褒
章
（
11
月
３
日
付
）

藍
綬
褒
章

〔
座
間
市
〕
青
木
友
子

〔
厚
木
市
・
元
〕
小
宮
和
子

◇
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
11
月
20
日
付
）

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
】

〔
横
須
賀
市
〕
佐
野
美
智
子 

山
口
忠
夫

〔
鎌
倉
市
〕
石
井
直
樹

〔
藤
沢
市
〕
三
浦
絹
子

〔
茅
ヶ
崎
市
〕
木
下
操

〔
大
和
市
〕
小
菅
菊
美

◇
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰（
11
月
20
日
付
）

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
】

〔
横
須
賀
市
〕
井
澤
與

〔
平
塚
市
〕
河
間
洋
子

〔
鎌
倉
市
〕
白
井
智
子

〔
藤
沢
市
〕
三
觜
忠

〔
大
和
市
〕
平
本
美
惠
子

〔
座
間
市
〕
山
田
ヨ
シ
子

〔
横
須
賀
市
・
元
〕
泉
田
桂
子

〔
伊
勢
原
市
・
元
〕
亀
井
き
よ
子

◇
神
奈
川
県
知
事
表
彰
（
10
月
15
日
付
）

【
在
職
15
年
民
生
委
員
・
児
童
委
員
永
年
勤
続
表
彰
】

〔
平
塚
市
〕
小
泉
惠
子　

金
剛
昭
枝

　

古
正
悦
子

〔
鎌
倉
市
〕
秋
林
邦
子　

大
塚
眞
理
子

〔
三
浦
市
〕
橋
本
キ
ヨ
子

　

鈴
木
み
ど
り

〔
藤
沢
市
〕
五
十
嵐
弘
枝　

髙
畑
元
子

　

石
渡
ミ
ヱ
子

〔
小
田
原
市
〕
小
西
道
子　

日
下
部
透

〔
厚
木
市
〕
田
中
祐
子

〔
大
和
市
〕
小
倉
悦

〔
綾
瀬
市
〕
栗
𠩤
芳
子　

安
藤
要
子

◇
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝

（
10
月
15
日
付
）

【
永
年
勤
続
功
労
者
（
勤
続
20
年
以
上
）
】

〔
横
須
賀
市
〕
森
美
知
子

〔
大
和
市
〕
瀬
沼
澄
江

◇
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

（
10
月
15
日
付
）

【
永
年
勤
続
功
労
者
（
勤
続
10
年
以
上
）
】

〔
横
須
賀
市
〕
浅
沼
文
子　

石
川
敏
弘

　

石
原
敦
子　

石
渡
由
美
子

　

伊
藤
冨
美　

井
上
厚
子

　

今
福
喜
美
子　

岩
堀
寿
波

　

江
尻
淳
子　

江
藤
智
子

　

江
原
千
代
子　

江
原
禮
子

　

大
島
尚
子　

大
谷
純
代

　

大
盛
軍
二　

小
野
田
純
子

　

柏
木
三
千
子　

片
岡
芳
行

　

片
木
多
加
代　

川
島
洋
子

　

河
邉
征
之　

川
村
恭
司　

北
村
隆　

　

小
池
久
子　

雑
賀
靖
子　

西
郷
悦
子

　

笹
生
勝
美　

島
崎
貴
美
子

　

志
村
美
代
子　

下
田
千
津
子

　

進
藤
マ
ツ
エ　

鈴
木
敏
子

　

関
野
清
美　

曾
我
由
美
子

　

鷹
野
克
彦　

高
橋
惠
子　

高
橋
貴
美

　

武
井
弘
子　

竹
村
千
津
子　

　

玉
田
き
み
子　

手
塚
久
美
子

　

長
岡
隆
子　

中
川
邦
子　

中
島
良
夫

　

中
野
千
鶴　

中
村
孝　

中
山
静
子

　

西
山
敏
子　

野
地
冨
士
子

　

原
田
幸
子　

樋
口
久
美
子

　

松
尾
憲
治　

松
上
ス
ミ
江

　

松
本
喜
美
子　

水
口
國
昭　

三
橋
隆

　

宮
川
理
恵　

村
山
俊
也　

山
岸
靜
子

　

山
﨑
節
子　

山
田
初
江

〔
平
塚
市
〕
相
み
さ
子　

綾
部
日
寿

　

井
上
敦
子　

大
谷
洋
子　

大
塚
英
子

　

大
野
ト
シ
子　

大
村
満
裕

　

加
藤
健
太
郎　

川
崎
秀

　

郷
原
イ
ネ
子　

笹
尾
佳
夫

　

茂
田
秀
子　

志
野
幸
子　

島
村
明
美

　

瀬
沼
俊
男　

髙
橋
國
明　
立
澤
厚
子

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
&
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　

平
成
29
年
は
、
民
生
委
員
制
度
百
周

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
民
生
委
員

制
度
の
源
で
あ
る
岡
山
県
の
「
済
世
顧

問
制
度
」
が
で
き
た
大
正
６
年
か
ら
数

え
て
百
年
を
迎
え
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

全
民
児
連
で
は
、
こ
の
大
き
な
節
目

を
契
機
と
し
て
、
民
生
委
員
児
童
委
員

活
動
の
一
層
の
充
実
と
発
展
に
向
け
て
、

そ
の
活
動
を
広
く
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
と
一
体
と
し
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を

作
成
し
ま
し
た
。
各
民
児
協
に
お
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

全
民
児
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
必
要
な

デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
民
児
協
に
お
い
て
も
、
全
国
の
取

り
組
み
に
協
力
す
る
こ
と
に
加
え
、
県

独
自
の
記
念
事
業
を
企
画
す
る
た
め
、

実
行
委
員
会
を
設
置
し
、
事
業
内
容
を

協
議
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
活
動
の
積
み
重
ね
に

◇
課
題
別
集
中
講
座（
９
／
８・10
／
20
）

 

「
相
手
の
話
に
耳
を
傾
け
る
」
「
相

手
が
伝
え
た
い
内
容
を
正
し
く
理
解
す

る
」
た
め
に
必
要
な
基
本
的
な
技
術
を
、

上
智
社
会
福
祉
専
門
学
校
専
任
教
員
の

岩
崎
雅
美
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
明
日
か

ら
で
も
使
え
る
具
体
的

な
内
容
だ
っ
た
」
「
具

体
的
な
演
習
が
勉
強
に

な
っ
た
」
等
、
研
修
で

得
た
知
識
や
技
術
を
今

後
の
活
動
に
役
立
て
た

い
と
い
う
感
想
が
数
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◇
市
町
村
会
長
研
修（
10
／
26
）

　

今
年
度
の
市
町
村
会
長
研
修
は
「
個

別
支
援
上
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に

〜
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
む
け

て
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

委
員
活
動
の
中
で
、
最
も
や
り
が
い

を
感
じ
る
活
動
で
も
あ
り
、
ま
た
、
困

難
な
場
合
に
は
負
担
と
も
な
る
「
個
別

支
援
活
動
」
に
つ
い
て
、
新
任
委
員
な

ど
に
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

よ
り
、
百
周
年
の
歴
史
は
こ
れ
か
ら
先

の
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
委

員
一
人
ひ
と
り
の
活
動
の
や
り
が
い
、

感
動
を
分
か
ち
合
え
る
機
会
と
な
る
よ

う
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

い
る
か
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
話
し
合
い
ま
し
た
。
事
例
研
修
会

や
定
例
会
の
活
用
、
独
自
に
作
成
し
た

事
例
集
な
ど
の
紹
介
、
個
々
の
委
員
か

ら
相
談
へ
の
対
応
等
が
話
し
合
わ
れ
、

学
び
あ
う
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

◇
児
童
委
員・主
任
児
童
委
員

　

活
動
推
進
会
議（
２
／
22
）

　

児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
活
動
推

進
会
議
の
研
修
テ
ー
マ
は
、
毎
年
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
研
修
の
持
ち
方
や

内
容
、
講
師
の
選
定
な
ど
を
検
討
し
、

企
画
・
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
参
加
者
が
主
体
的
に
参
加

で
き
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
手
法
も
取

り
入
れ
な
が
ら
、
「
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
の
心
が
ま
え
と
役
割
に
つ
い

て
〜
明
日
か
ら
私
た
ち
が
挑
戦
で
き
る

こ
と
を
考
え
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
元
東
京

都
市
大
学
教
授
の
山

岸
道
子
さ
ん
を
迎
え
、

前
半
は
講
義
、
後
半

は
演
習
と
し
て
、
児

童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
の
役
割
、
関
係

機
関
と
の
関
係
づ
く

り
等
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
情
報
交
換
し
ま
し
た
。

民
生
委
員
制
度
創
設

百
周
年
に
む
け
て

平
成
27
年
度
県
民
児
協

の
研
修
会
か
ら

　ハートでできた四つ葉を囲むグリーンの
円は、人 ・々地域の暮らしと成長を表し、100
年の歴史を表す「100」の文字のオレンジ色
が、やさしさとふれあいを意味しています。
「これからも地域とともに」というキャッチコ
ピーには、これまで地域とともに歩んできた
実績を背景に、これからもずっと地域の方々
と共に歩み続けるという、民生委員児童委員
の想いが込められています。

平
成
27
年
度
受
章（
賞
）者
紹
介

次
の
方
々
が
各
種
表
彰
を
受
章（
賞
）さ
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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第125号平成28年3月15日 県民児協だより

　大井町民児協会では、平成27年
10月20日、小千谷震災ミュージア
ム（そなえ館）の施設見学に行き
ました。
　中越大震災から11年経過しま
したが、今も記憶に親子生き埋め
の映像が鮮明に残っています。
　館内には3千人もの避難者が集
まった体育館が避難所となった写
真が展示され、その足の踏場のな
い様子にただ驚くばかりでした。
　案内のボランティアから「後々
の安否確認には日頃からの近所
付合いが大事」という話がありま
した。
　さらに、小千谷市民児協の石坂
会長の活動報告では「命を守る優
先順位は、まず“自分”」という言
葉が印象的でした。命があれば避
難者にもできる仕事があると思い
ました。
　大井町では防災訓練を年1回
行っていますが、不意の災害にス
ムーズに対応するのは難しいこと
でしょう。直面しなければ分から
ない部分もあると思いますが、協
力しながら備えていくことが必要
です。
　災害がないことを祈りつつ、い
ろいろ考えさせられた研修でし
た。

　もしも、大規模災害発生時、
地元の自治会で避難所を開設
する立場になった時、殺到する
人々や様々な事案にどう立ち向
かいますか？
　HUG（ハグ:避難所運営ゲー
ム）は静岡県で開発され、避難
所の体育館や教室に見立てた平
面図に、様々な事情の避難者や
避難所で起こるであろう様々な
事が書かれた250枚のカードを
可及的速やかに且つ適切に配置
していくゲーム型の訓練です。
 当民児協では2回目の訓練です
が半数以上が初体験。避難所
開設の想定は夕方、雨模様の冬
の日曜日、ライフラインは寸断
としたなか、カードの読み手が
次々読み上げていく内容、例え
ば、ペット連れで認知症の高齢
者、外国人観光客グループ、総
理大臣視察の打診、マスコミ対
応、仮設トイレの設置場所の選
定、車中泊希望者の駐車場の割
振り等々、個人では思いもつか
ない事案の数々に皆、喧々諤々、
でも真剣に意見を戦わせ、適切
な対処を模索し続けました。濃
密で貴重な体験をし、この訓練
の大切さを実感しました。

通 信 員 だ よ り

小千谷市への視察研修 地域に根ざした活動 HUGで避難者を優しくハグ
できる避難所運営を目指して!

通信員　菅谷　美千江 通信員　丹羽　洋子 通信員　吉崎　なつき

下校の見守りの様子

大　 井　 町 二　宮　町 松　 田　 町

　愛川町民児協では、地域住民の皆さんに私たちの
活動を知っていただくことを目的に、年間を通して、地
域の行事に積極的に参加し、ＰＲに努めています。
　主な自主活動では、5月に「民生委員・児童委員の
日」活動強化週間の行事を開催、11月に民児協の広
報誌の創刊号「ぬくもり」を発行、委員活動の基本や
対応をまとめるマニュアル委員会等、新たな活動を立
ち上げ取り組んでいます。

◆特集　平成27年度受章（賞）者紹介　おめでとうございます
●活動研究レポート　全委員の声に耳を傾け、委員とともに歩む（大磯町民児協）
●研修報告　●ＮＥＷS＆インフォメーション　●通信員だより

　また、毎年10月に開催される「ふるさとまつり」の「福
祉の広場」では、活動紹介パネルの展示、ちびっ子広
場を開催し、来場者にとても好評でした。
　これからも町のイベント等でのPR活動に工夫を凝ら
し、住民の皆さんの力となれるよう、私たち64人は、力
を結集し、愛される民生委員児童委員を目指してまい
ります。

（愛川町民生委員児童委員協議会）

●発行日／平成28年3月15日　●発行人／会長　浅野 朝子　●編集人／広報委員会　●印刷所／有限会社横浜綜合印刷
●発行所／神奈川県民生委員児童委員協議会〒221-0844 横浜市神奈川区沢渡4-2 ☎045-311-1427 5045-314-3472 ホームページ：http：//www.kmjk.jp/
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－広げよう  地域に根ざした  思いやり－

民児協だより
神 奈 川 県

まなざし

　現在、民生委員・児童委員47名
で活動しています。各々、高齢者
部会・障がい者部会・児童部会に
属し、部会での研修や勉強会等に
参加、研鑽し、町内の施設でデイ
サービスや就労支援施設（B型）
で軽作業の手伝い、子育てサロン
でのふれ合い、主任児童委員によ
る各支援施設での支援等をさせ
て頂いています。
　昨年、隣町の大磯町民児協との
交流会を実施し、自治会との関わ
り方や災害時における民生委員の
立場の違い等がわかり、新鮮でし
た。地域に根ざした見守り、「災害
時には自分も大切に活動すべき」
と通じ合うことができました。
　また、「民生委員・児童委員の
日」には、町内3つの小学1年生の
下校の見守りを実施したり、二宮
町や町社協主催の各行事に参加す
るなど、民生委員・児童委員の啓
発に努めています。
　個人情報、守秘義務等を踏まえ
た上で、いかに見守り、関係機関
へとつなげることが出来るかは、
日頃から地域の方々と笑顔で挨拶
し、接することが大事だと思いま
した。当時の避難所の様子を説明するボランティア 真剣に意見を戦わせる参加者たち


